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友達いっぱい作りたいな！
　３月２１日（金）、中甘田保育園の卒園式リ
ハーサルにお邪魔しました。男児７名、女児６
名の園児たちがお別れの言葉や将来の夢を発表
しました。男の子に多かった夢は、ゲキレン
ジャーやウルトラマンなどといった、かなりの
修行を要するもので、女の子はお花屋さんや本
屋さんなど現実的な夢が多かったです。

4月1日から後期高齢者医療制度が始まります4月1日から後期高齢者医療制度が始まります



財　政　課

　平成２０年度予算は、昨年度から課税を開始した志賀原子力発電所２号機に係る固定資産税を約３４億円見
込み、これを有効に活用しながら、「震災の復興」、「住民福祉の向上」、「町民の生活基盤整備」、そして「新志
賀町発展の基盤づくり」に重点を置いた施策を展開します。

区　　　　　　　　分 予  算  額
一般会計   14,220,000
国民健康保険特別会計 2,902,913
老人保健特別会計 278,805
後期高齢者医療特別会計 301,207
農業集落排水事業特別会計 732,739
公共下水道事業特別会計 1,838,669
地域し尿処理施設整備事業特別会計 50,739
簡易水道事業特別会計 24,385
介護保険特別会計 2,410,783
町立診療所事業特別会計 139,911
ケーブルテレビ事業特別会計 1,353,874
水道事業会計 1,340,225
町立富来病院事業会計 1,442,285

合　　　　　　　　　　計 27,036,535

平成２０年度　志賀町各会計当初予算一覧 （単位：千円）

【ハード事業】　　　　　　　　　　　　   　（単位：千円）
赤崎漁港海岸高潮対策事業　54,417
領家漁港整備事業　46,623
観光地魅力アップ事業　5,340
町道改良舗装事業　150,000
まちづくり交付金事業　996,340
　　　　高浜町地区・地頭町地区整備、定住促進住宅地造成、
　　　　高齢者福祉住宅建設、防災拠点施設整備
富来小体育館改築工事等　220,000
旧志賀中学校解体工事　50,000
地区公民館改修事業　67,269

一般会計の主な事業

着々と架線工事が進められている
ケーブルテレビ整備事業

【ソフト事業】　　　　　　　　　　　　         　（単位：千円）
地区自治振興基金事業　349,855
乳幼児・児童医療費助成事業　54,792
少子化対策事業　11,100
次世代育成助成事業　 4,050
障害者自立支援給付事業 　273,342
健康増進事業（がん検診等）　 36,775
能登半島地震被災者再建支援事業　 5,000
能登半島地震廃棄物処理事業　 11,958
商工業活性化事業　9,658
地域交流型合宿等助成金交付事業　2,150
企業誘致対策経費　106,702
外灯管理修繕費　21,000
中学校部活動事業 　7,053
文化振興特別事業（志賀を描く美術展、全国子ども版画コン
　クール補助等）　 9,260
放課後子どもプラン事業 　1,311

被災前の生活を取り戻せるよう
継続して行われる震災対策事業



平成20年度予算の公表

（財政見通し）
　歳出削減を行っていかないと、平成２３年度には基金を多額取崩して収支の均衡を図っていかなければならず、予算に大きな影
響が出始めることが予測されます。したがって、今のうちに高コスト化している行政経常経費の削減に努め、こうした予測を一年
でも後送りにしていくことが求められており、役場内では「集中改革プラン」を策定し、その実施に取り掛かっております。

（作表について）
・この表は、公的資金補償金免除繰上償還等実施要綱に定める「財政健全化計画」中の財政見通しに係る調書であり、議会及び住民に対
して公表するもので、今後５年間の財政見通しを表すものです。

・記載値は地方財政状況調査（決算統計）に定める「普通会計※」を対象にしたもので、国に報告した平成１９年１０月１日現在の確定
値または予測値により算定したものであります。このため、平成１９年度以降は予算との差異が若干生じますが、中期的な展望に立っ
た財政見通しとしてご理解ください。なお、本表は、制度改正や財政事情の変化を見込み、毎年時点修正を加えていくものであります。

※普通会計とは、一般会計（老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ及びｼｮｰﾄｽﾃｲ事業を除く）＋地域し尿処理施設整備事業特別会計（特定地域生活排水処理事業
を除く）＋診療所事業特別会計＋ケーブルテレビ事業特別会計の計です。

【歳入用語の解説】
= 住民税、固定資産税等

国・県が各種制度により徴収し、町へ配
　分するもの

事業で受益者等から求める負担金等
施設使用料金や窓口での証明等交付手数料

事業にかかる国からの補助金等
事業にかかる県からの補助金等
町の基金（貯金）利子や町財産の貸付料等
基金（貯金）から繰入れるもの
町の建設事業に充てる借入金（借入金の多くは、後年度に

　おいて国から地方交付税として町に補てんされます。）

【歳出用語の解説】
特別職、議員及び行政委員報酬、職員等の給与等
社会保障制度にかかる生活支援経費等
町の借入金の元金及び利子、長期にわたる償還金等

　（上記の目的別内訳とは定義が少し異なります。）
消耗品費や委託料等の一般的な事務経費

施設の現状維持及び復旧を目的とする修繕経費等
補助金、負担金等
基金積立金等
特別会計への支出

工事や多額の物品購入などの建設的事業費

町ホームページの財政情報は　http://www.town.shika.lg.jp/zaisei/kikaku_top.jsp



住民課からのお知らせ

老人保健制度 後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度➡➡移行

７５歳以上の皆様へ

　　平成２０年４月１日から平成２０年４月１日から

後期高齢者医療制度が後期高齢者医療制度が
スタート !スタート !　　

( 一定の障がいがある方は 65 歳以上）

　４月１日から、現行の老人保健制度に変わり、
７５歳以上の高齢者を対象とする独立した医療
保険制度として、後期高齢者医療制度が始まり
ました。

住民課からのお知らせ



住民課からのお知らせ

【お問い合わせ】
石川県後期高齢者広域連合
　　TEL　076-223-0140
志賀町役場住民課　国保年金係
　　TEL　32-9121

保険証が変わります !

※保険証には医療機関の窓口での自己負担割合が記載されています。
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住民課からのお知らせ

　　  平成２０年４月から、これまでの「基本健診」が
　　「特定健診」と「後期高齢者健診」に変わります。

これまでの基本健診は、志賀町が住民を対象に実施していましたが、平成２０年４月からは、
健診の実施主体が、医療保険者（ご加入の健康保険）に変わります。

４０～７４歳４０～７４歳 ７5歳以上７5歳以上
※お勤めの方の健診は
　これまでどおり
　事業主が実施します。

国民健康保険以外の

健康保険
に加入の方

志賀町

国民健康保険
に加入の方

4月から後期高齢者医療制度に
加入します。
「後期高齢者健診」のお知らせを
ご覧ください

特定健康診査（特定健診） 特定健康診査（特定健診） 後期高齢者健診
ご加入の健康保険から特定健診
受診券が届きます。くわしくは、
ご加入の健康保険へお問い合わ
せください。
５月に志賀町からがん検診の受
診券が届きます。

５月に志賀町から健診受診券と
がん検診の受診券が届きます。

５月に志賀町から健診受診券と
がん検診の受診券が届きます。

　後期高齢者健診の実施
　時期と実施場所について

　健診を受けるときに、
　必要なもの

　これまでは、誕生月に医療機関で
健診を受診していましたが、これか
らは６～７月に集団健診会場（地区
集会施設）で受診することになります。

　健診を受けるときは、受診券と保
険証が必要です。忘れずに、健診会
場にお持ちください。

　
　かかりつけ医のもとで、生活習慣病（高血圧症、糖尿病、

高脂血症など）の治療をしている方や施設等において健康管理

をされている方は、必ずしも健診を受ける必要はありません。

【住民課国保・年金係】３２－９１２１

※がん検診や生活保
　護受給者の健診は、
　これまでどおり
　志賀町が実施します。

⬇⬇



住民課からのお知らせ

　平成 20 年度も、平成 19 年度と同じ学校に引き続き在学される方で、平成 20 年 2 月 22 日まで
に学生納付特例の承認を受けた方については、学生納付特例申請が簡素化されます。
学生納付特例申請書（ハガキ形式）が送付されてきましたら、4月中に提出してください。在学証
明書、学生証の写しを添付する必要はありません。
　ただし、平成 20 年 2 月 25 日以降に学生納付特例の承認を受けた方には、ハガキ形式の申請書
は送付されません。再度4月に 在学証明書 学生証 の写しを添付のうえ申請を行う必要があります。
また、在学される学校に変更のある方、失業などを理由とした申請を行う方は、ハガキ方式の申
請書による申請を行うことはできませんのでご注意ください。

平成２０年度に「保険料納付を希望」される方には、納付書を送付させていただきます。納
付は前納がお得です。１年前納の納付期限は平成２０年４月３０日になりますのでお早めに
ご連絡ください。

◆手続・お問い合せは
　七尾社会保険事務所　0767-53-6511　　志賀町役場国保年金係　32-9121（直通）



　平成20年 4月 1日からケーブルテレビの開局などにより、次のとおり役場の組織（所管業務）
が一部変更になります。

４月１日から役場の組４月１日から役場の組織が一部変更になります織が一部変更になります

課　名 変　　　　更　　　　内　　　　容
総　務　課 広報発行業務及び行政無線放送業務を総務課から新設の情報推進課に移動します。
富　来　支　所 支所総務係を支所総合窓口係に統合します。

企画財政課 本庁２階に企画財政課所管の監理室を新設し、監理課から公有財産の管理業務及び地籍調査業務を
移動します。

監　理　課 監理課及び監理課 (富来 ) 分室を廃止し、所管する業務を企画財政課監理室及び情報推進課に振り
分けます。

情報推進課 本庁２階に情報推進課を新設し、監理課から情報処理業務を移動します。また、総務課から広報発行業
務及び行政無線放送業務を移動し、ＣＡＴＶ、ホームページと併せて情報発信体制を一元化します。 

生涯学習課 スポーツ振興室 ( 総合体育館 ) 及び生涯学習センター (文化ホール )の職員を本庁３階生涯学習課
内に配置します。

階 課　　名等 直通電話 所　　管　　す　　る　　係

１　

階

会　計　課 32-9110 出納係
住　民　課 32-9121 戸籍住民係、総合窓口係、国保年金係
子育て支援課 32-9122 児童福祉係、児童相談係
健康福祉課 32-9131 高齢者福祉係、障害者福祉係、介護保険係、保健係
税　務　課 32-9141 住民税係、資産税係、納税係

２　

階

議会事務局 32-9271 庶務係、議事調査係
　監　査　委　員 （監査委員事務局）
上下水道課 32-9241 庶務管理係、上水道係、公共下水道係、農排・地域施設係
建　設　課 32-9211 庶務管理係、建築係、道路河川建設係、都市計画係
農林水産課 32-9221 農業振興係、林業水産係、耕地整備係、農地係
　農業委員会 （農業委員会事務局）
情報推進課 32-9230 情報処理係、広報放送係
　企画財政課監理室 財産管理係、地籍調査係

３　

階

商工観光課 32-9341 商工労働係、観光係
　企業誘致対策室 企業誘致係
企画財政課 32-9331 企画係、財政係、契約係
総　務　課 32-9311 秘書政策係、職員係、行政係、総務係
　行政改革推進室 行政改革推進係  　
　選挙管理委員会 （選挙管理委員会事務局）
　固定資産評価審査委員会 （固定資産評価審査委員会事務局）
生活安全課 32-9321 消防交通安全係、生活環境係、防災原子力係
生涯学習課 32-9350 社会教育係、文化振興係、社会教育施設管理係、学習係
　スポーツ振興室 体育振興係、体育施設管理係
学校教育課 32-9360 庶務係、指導係、施設管理係
　教育委員会 （教育委員会事務局）

階 課　　名　　等 直通電話 業　　　　務　　　　内　　　　容

１
階

富　来　支　所 42-1111 総合窓口係、福祉環境係、産業建設係
富来活性化センター 42-0500 富来活性化センター（学習）係
富来図書館 42-2777 図書係

◇主な変更点

◇役場本庁舎業務一覧　

◇富来行政センター業務一覧

太字が変更となる業務　



　２月２８日（木）に１００歳を迎えられた盛本うめの
さん（代田）に、細川町長からお祝い金と祝い状が贈ら
れました。
　この日はバースデーケーキも用意され、おいしそうに
ケーキを食べていました。
　うめのさんは散歩が日課になっていて、田んぼシーズ
ンになると作業の様子を最後まで見守っているそうです。
　家族の方が細川町長に「子ども５人、孫１１人、ひ孫
１９人がいます」と説明すると、うめのさんは「そんな
でかいことね」と周囲の笑いを誘っていました。
　これからもお元気で長生きしてください。

　３月１１日（火）に河﨑敬さん（高浜町）と下
池新悟さん（高浜町）が町に多額の寄付をされ、
細川町長から感謝状が贈られました。
　河﨑さんは妻千恵子さんを、下池さんは父新二
さんを亡くし、その供養と、町の発展のためにと
それぞれ１００万円を寄付されました。
　細川町長は「有効に使わせていただきます。心
から感謝申し上げます」とお礼を述べました。

寄付のお二人に感謝状

100歳おめでとうございます。 

　能登中核工業団地に進出した、インパック㈱の完成
披露式が２月２９日（金）にいこいの村能登半島で行
われました。
　同社は、生花包装用袋や資材などの製造販売を
行っており、能登事業所の稼動で年産５千万枚から
１億２千万枚と大幅に増産となります。
　完成披露式では、谷本知事が金沢港の整備や小松空
港に国際貨物定期便が就航していることを挙げ、「利便
性が高まっている。潜在需用がまだまだあり、インパッ
クには期待している」と述べ、細川町長は「１５年前
からアプローチしていた。長年の恋が実ったような心
境」とあいさつしました。
　また、同社の創立４０周年記念と併せて志賀町福祉
協議会に２０万円の寄付をされました。

本格稼動‼インパック能登事業所
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70
名
が

集
ま
り
、『
子
ど
も
食
育
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
わ
が
町
の
お

も
し
ろ
食
育
体
験
談
」
と
題
し
て
の
活
動
発

表
や
、
ね
ん
ね
団
子
作
り
体
験
、
家
庭
の
味

を
ど
う
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
か
等
に
つ

い
て
考
え
る
ト
ー
ク
タ
イ
ム
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

№ 1

　

☆
『
子
ど
も
食
育
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
の
開
催
☆

～ねんね団子汁～

【材　料】(４人分 )
もち米粉　　　　　１カップ
熱　湯　　　　１／２カップ
だし汁　　　　　　　800㏄
木綿豆腐　　　　　１／２丁
ね　ぎ　　　　　　　　適量
み　そ　　　　　　大さじ４

【作り方】 

①　もち米粉にお湯を入れ、手に
つかなくなるまでよくこね
る。固さの目安は、耳たぶく
らい。

②　①をまゆ玉の形に丸める。
③　沸騰しただし汁の中に、団子
を入れて浮き上がってきた
ら、みそと豆腐を入れ味をと
とのえる。

④　お椀に盛ってから、お好みで
ねぎをのせ完成です。

◇◆ワークショップ参加者の声◆◇

食育ってなんだろう？

今回、地域ボランティア、農林漁業、
学校、保育など、様々な職種を持つ
方々が集まってくださいました。



⬅

　

最
近
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
等
で
よ
く

『
食
育
』と
い
う
言

葉
を
目
や
耳
に
す

る
事
が
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
で
も

実
際
に
は
、
食
育

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
で
は
?!

　

食
育
と
は
、『
食
』
を
通
じ
て
心
と
か
ら

だ
の
健
康
を
養
い
、
人
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然

の
恵
み
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
育
て
、
地
域

に
伝
わ
る
食
文
化
を
伝
え
な
が
ら
、
豊
か
な

人
と
地
域
を
『
育
む
』
も
の
で
す
。

　

難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
と
る
こ
と

や
、
食
事
の
時
に
『
い
た
だ
き
ま
す
』『
ご

ち
そ
う
さ
ま
』
の
食
事
の
挨
拶
を
す
る
事
も

『
食
育
』
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
志
賀
町
に

昔
か
ら
伝
わ
る
料

理
を
知
り
、
伝
え

て
い
く
の
も
『
食

育
』
で
す
の
で
、

家
庭
で
出
来
る
事

か
ら
始
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

○志賀町では、
　どんな活動をしているの？

〈子育て支援課〉

◇保育園で野菜を栽培し、収穫時期
には園児達が収穫した『野菜』を
使って、クッキングをしています。

〈保健福祉センター〉

◇健康ウォークなどで、郷土料理の
『ねんね団子汁』などを配食し、
同時に減塩も呼びかけています。

〈農林水産課〉

◇加工連では、『新鮮、安全、おいしさ』
をモットーに、手作りした物を、自信を
持ってテント市などで販売しています。

〈学校給食共同調理場〉

◇給食の時間に栄養士が、学年毎の
テーマで『食』に関する指導をし
ています。

 
○
食
育
っ
て
な
ぁ
に
？

 

○
ど
ん
な
事
を
し
た
ら

 　

い
い
の
？

　

志
賀
町
で
は
、
食
に
関
わ
る
課
が
集

ま
り
『
食
育
推
進
連
絡
会
』
を
発
足
し

ま
し
た
!!　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
連
絡
会
で
は
、
志
賀
町
で
の
食

育
を
進
め
る
に
あ
た
り
住
民
の
方
々
が

健
康
で
、
豊
か
な
食
生
活
を
送
っ
て
い

け
る
よ
う
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
地
域
で
行
わ
れ
る
食
育
活
動
に

お
い
て
、
お
手
伝
い
で
き
る
個
人
・
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
も
、『
食
育
』
に
つ
い
て
、
ご

意
見
・
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ご
意
見
・
ご
質
問
…

　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
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志
賀
町
食
育
推
進

　

連
絡
会
の
発
足



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.4　NO.10

　志賀町ケーブルテレビ (本 ) 加入申込みの受付をしています。
　先月の広報と一緒に『志賀町ケーブルテレビ関係書類』（緑色の封筒）
を配布しました。有料コース・無料コースを問わず、ケーブルテレビに
加入される方は、必ず (本 ) 申込みをお願いします。
　サービス内容をご確認のうえ、『志賀町ケーブルテレビネットワーク
加入申込書（兼ケーブルテレビ関係機材貸与申請書）』を記入し、返信
用封筒にて郵送、または本庁・支所総合窓口まで提出をお願いします。

　加入申込みをしていただいたお宅に、ケーブルテレビ整備工事（伝送路工事）請負事業者、または町指定の工事業者
から事前に皆さんのご都合をお聞きし、引込工事・宅内工事にお伺いしますのでご協力をお願いします。
※指定業者には、指定名札（認定証）の装着を義務付けています。
【 請負事業者 】　　富士通ネットワークソリューションズ株式会社　金沢支店　　℡ 32-1327（現場事務所）

《志賀町ケーブルテレビ関係書類》

【 引込指定業者 】

【 宅内指定業者 】

志賀町

㈱橋爪電気設備工業 志賀町 ㈲まつうら電器 中能登町 田中サービス

金沢市

マスプロ電工㈱

長根尾電気商会㈲ 宝達志水町 坂室電機㈱
七尾市

北陸電気工事㈱ 金沢電話工事㈱

志賀電サービス㈱

羽咋市

漆原電気商会 ㈲北陸相互通信 かがつうシステム㈱

坂下電気工事 清水電興㈱ 津幡町 ㈱河北電工社 上村電建㈱

桜井電気工事㈱ 藤井電気工事㈱ かほく市 ㈲清水商会 北信テレネックス㈱

㈱樋口電気工事 ㈱光電社 白山市 光ネットワーク㈱ ※変更になる場合があります。

志賀町

㈱橋爪電気設備工業

志賀町

坂下電気工事 志賀町 ﾌｧﾐﾘｰﾌﾟﾗｻﾞ ｸﾗﾀ 津幡町 ㈱河北電工社
㈲岡部電機商会 笠原家庭電器店

宝達志水町
坂室電機㈱

かほく市
金津電子㈱

米木電気商会 電気のかわばた 電化ｼｮｯﾌﾟ ﾓﾄﾔﾏ ㈲清水商会

長根尾電気商会㈲ 小林電気商会

羽咋市

㈲三慶ｼｽﾃﾑ販売 白山市 山口電化サービス

末吉電業㈲ 加能電機商会 清水電興㈱

金沢市

㈱阿久根通信工業

㈲盛本電気工事 木村電機 藤井電気工事㈱ かがつうシステム㈱

大塚電気工事 でんきやさん かわの 北陸電気設備㈱ マスプロ電工㈱

㈱樋口電気工事 橋電気商会 ㈱光電社 ㈲ＡＤＫ

光ネットワーク㈱ 志賀電サービス㈱ 中能登町 田中サービス ㈱コネクト

桜井電気工事㈱ 門前電機商会

七尾市

山口電機工事 NTT ﾃﾞｰﾀｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽ㈱

ヤマデン 山岸電機商会 ㈲北陸相互通信 北信テレネックス㈱

㈲まつうら電器 ㈲小川電設 北陸電気工事㈱ ※変更になる場合があります。
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Ｑ　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

Ａ　

次
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

①
公
判
に
出
席
す
る
。（
公
開
）

　
　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と

一
緒
に
、
刑
事
事
件
の
審
理
（
公
判
と

い
い
ま
す
。）に
出
席
し
ま
す
。公
判
は
、

で
き
る
限
り
連
続
し
て
開
か
れ
ま
す
。

　
　

公
判
で
は
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ

た
物
や
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証

人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ

ま
す
。
裁
判
員
か
ら
、
証
人
や
被
告
人

な
ど
に
対
し
て
質
問
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

②
評
議
、
評
決
を
す
る
（
非
公
開
）

　
　

証
拠
に
基
づ
い
て
、
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な

刑
に
す
る
べ
き
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒

に
議
論
し
（
評
議
）、決
定
す
る
（
評
決
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

議
論
を
尽
く
し
て
も
、
全
員
一
致
の

結
論
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
評
決
は
、

多
数
決
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

そ
の
多
数
意
見
に
は
、
裁
判
官
、
裁
判

員
の
そ
れ
ぞ
れ
１
人
以
上
の
賛
成
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁
判

員
の
意
見
は
、
裁
判
官
と
同
じ
扱
い
と

な
り
ま
す
。

③
判
決
宣
告
（
公
開
）

　
　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
裁

判
長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま
す
。

　
　

裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
判
決
の

宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
に
な
る
た
め
に
、
資
格
は
い

ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人

（
20
歳
以
上
）で
あ
れ
ば
、原
則
と
し
て
、

誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
裁
判

員
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
欠
格
事
由

・ 

義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
人
（
義

務
教
育
を
終
了
し
た
人
と
同
等
以
上
の

学
識
の
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。）

・ 

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人

・ 

心
身
の
故
障
た
め
裁
判
員
の
職
務
の
遂

行
に
著
し
い
支
障
の
あ
る
人　

な
ど

②
就
職
禁
止
事
由

・ 

国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
国
の
行
政
機

関
の
幹
部
職
員

・ 

司
法
関
係
者
（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁

護
士
等
）、
警
察
官

・ 

都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
（
特
別

区
長
も
含
む
）

・ 

自
衛
官　

な
ど

③
事
件
に
関
連
す
る
不
適
格
事
由

・
審
理
す
る
事
件
の
被
告
人
又
は
被
害
者

本
人
、
そ
の
親
族
、
同
居
人　

な
ど

④
そ
の
他
の
不
適
格
事
由

　
　

裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
人

 　

　裁判員制度とは、国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が
有罪かどうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう「国民の
司法参加」を実現する制度です。この制度は、平成２１年５月までの間にスタートします。
　当町にお住まいの方々も裁判員に選ばれる可能性がありますので、金沢地方・家庭裁判
所、金沢地方検察庁及び金沢弁護士会の協力を得て、これから数回にわたり裁判員制度Ｑ
＆Ａを連載します。

－ 選ばれてから慌てないために －－ 選ばれてから慌てないために －

裁判員制度をご存じですか！



Ｑ　

裁
判
員
は
法
律
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

Ａ　

最
初
に
、
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
裁
判
員

候
裁
判
員
は
、
法
廷
で
聞
い
た
証
人
の
証
言

な
ど
の
証
拠
に
基
づ
い
て
、
他
の
裁
判
員
や

裁
判
官
と
と
も
に
行
う
評
議
を
通
じ
、
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど

ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
判
断
し
ま
す
。
例

え
ば
、
目
撃
者
の
証
言
な
ど
に
基
づ
い
て
、

被
告
人
が
被
害
者
を
ナ
イ
フ
で
刺
し
た
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
が
、

日
常
生
活
に
お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
基

づ
い
て
、
あ
る
事
実
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た

か
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
と
基
本
的
に
同
じ

で
あ
り
、
特
に
法
律
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
有
罪
か
無
罪
か
の
判
断
の
前
提

と
し
て
法
律
知
識
が
必
要
な
場
合
は
、
裁
判

官
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

さ
ら
に
、
検
察
官
や
弁
護
人
も
、
裁
判
員

の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
裁
判
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

Ａ　

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
辞
退
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申
し
出
を

し
て
、
裁
判
所
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
70
歳
以
上
の
人

②
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
（
た
だ
し
会

期
中
に
限
り
ま
す
。）

③
学
生
又
は
生
徒

④
過
去
５
年
以
内
に
裁
判
員
、
検
察
審
査
員
等

を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人

⑤
過
去
１
年
以
内
に
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁

判
所
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

⑥
一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
っ
て
、
裁

判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
や
裁
判
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
な
人

　
（
や
む
を
得
な
い
理
由
と
は
、
例
え
ば
）

　

•
重
い
病
気
・
け
が

　

•
同
居
の
親
族
の
介
護
・
養
育

　

•
父
母
の
葬
式

　

•
事
業
に
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

　
　

あ
る
こ
と

※
裁
判
員
に
な
る
に
あ
た
り
、
保
育
や
介
護
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

利
用
方
法
等
は
、
今
後
裁
判
員
制
度
の
実
施

に
あ
わ
せ
、
周
知
さ
れ
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

裁
判
員
と
な
る
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ
と

は
で
き
ま
す
か
？

　
　

ま
た
、
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
で
会
社
か
ら

解
雇
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

裁
判
員
と
な
る
た
め
に
必
要
な
休
み
を
と

る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

裁
判
員
と
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
会
社
が
解
雇
な
ど
の
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

※
従
業
員
が
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参

加
し
や
す
く
す
る
た
め
、各
企
業
に
お
い
て
、

裁
判
員
に
な
る
場
合
に
対
応
し
た
休
暇
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
労
使
の
自
主
的
な
取
組
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



固定資産税の納期は

月 日（木）までです。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）

午
後

時

時

分

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

商
工
観
光
課

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
所
を
町
内

カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
員

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、民
生
・
児
童
委
員
、司
法
書

士
の
方
々
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
志
賀
地
域
》

と

き

月

日
（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

《
富
来
地
域
》

と

き

月

日
（
木
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

と

き

月

日（
木
）

毎
月
第

木
曜
日

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

役
場
本
庁

階
相
談
室

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

と

き

毎
週
木
曜
日

（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

午
後

時

分

時

と
こ
ろ

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

中小企業制度融資説明会を開催
中小企業向けの制度融資として、石川県制度融資など中小企業者の資

金調達の円滑化を目的とした説明会です。

受講対象者 中小企業者、組合の役職員等

開 催 日 時 月 日（水）午後 時 分

開 催 場 所 七尾商工会議所 階大ホール

七尾市三島町 （ ）

お問合せ先 石川県中小企業団体中央会 情報企画課（ ）

助
成
金
の
申
請
に
つ
い
て
、
平
成

年

月
受
付
分
か
ら
は
次
の
と
お

り
乳
幼
児
の
住
所
も
確
認
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
が
志
賀
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
乳
幼

児
は
出
生
の
時
か
ら
、
申
請
の
時
ま

で
継
続
し
て
志
賀
町
に
住
所
が
あ
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
乳
幼
児

人

回
の
み
最

高

万
円
の
助
成
額
に
つ
い
て
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
助
成

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成

金
に
つ
い
て

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成

金
に
つ
い
て

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

肩
の
力
を
抜
い
て
子
育
て
を

親
が
完
璧
主
義
に
と
ら
わ
れ
て
自

分
や
子
ど
も
に
完
全
を
期
待
す
る
と
、

小
さ
な
失
敗
や
ミ
ス
に
も
過
敏
に
な

り
、
イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り
ま
す
。
そ
れ
が
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
育
児
不
安
や
幼
児
虐
待
に
も
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
親
の
思
い
通
り
に
動
か

な
く
て
当
た
り
前
で
す
。
大
事
な
と

こ
ろ
は
き
っ
ち
り
押
さ
え
て
も
、
小

さ
な
こ
と
ま
で
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
多

少
の
こ
と
に
は
動
じ
な
い
余
裕
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
完
璧
を
目

指
す
子
育
て
よ
り
、
肩
の
力
を
抜
い

た
子
育
て
の
ほ
う
が
、
の
び
の
び
育

っ
て
い
け
る
は
ず
で
す
。

階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

分
以
内

千
円

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

ク
レ
サ
ラ
相
談

負
担
が
困
難
な
方
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
方
。

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（）

へ

電
話
予
約
く
だ
さ
い（
先
着

名
）。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

石
川
労
働
局
公
共
職
業
安
定
所
再

編
整
備
に
よ
り
、
本
年

月

日
か

ら
、
羽
咋
公
共
職
業
安
定
所
は

七

尾
公
共
職
業
安
定
所
羽
咋
出
張
所

と
な
り
ま
す
。
窓
口
業
務
に
つ
き
ま

し
て
は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。
皆
様

の
ご
利
用
を
引
き
続
き
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
羽
咋

子育て相談 地域子育て支援センター（志賀町乳幼児保育園内）子育て相談

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き
等

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

第

・
第
（
木
曜
日
）

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ



と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

平
成

年
度
富
来
高
校
開
放
講
座

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
富
来
高
校

第

回
目
講
座

山
菜
で
楽
し
も
う

内

容

山
菜
料
理
、
は
る
ま
き
、

午
前

時

時（

・

）

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

軽
微
な
故
障
の
修
理
、
サ
ビ
落
と

し
、
ペ
ン
キ
塗
り
等

と

き

月

日
（
日
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
自
転

車
、
軍
手

講

師

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
職
員

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

自
転
車
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

徳
田
の
山
崎
哲
夫
様
よ
り
、
亡
母

阿
屋
子
様
の
供
養
と
し
て
福
祉
向

上
に

万
円

イ
ン
パ
ッ
ク
株
式
会
社
様
よ
り
、

能
登
事
業
所
竣
工
記
念
と
し
て
、

福
祉
向
上
に

万
円

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

福福
祉祉
のの
向向
上上
にに
心心
温温
まま
るる
ごご
芳芳
志志

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

をを
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
情
報

ハ
ー
ト
で
伝
え
る
英
会
話

内

容

初
級
英
会
話
、
特
に
英

語
の
セ
リ
フ
を
題
材
に
、
日
常
使

え
る
英
会
話
表
現
な
ど
を
中
心
に
、

本
校

（
外
国
語
指
導
助
手
）

が
楽
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日

時

月

日（
月
）

日

（
木
）の
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の

計

回

午
後

時

時

場

所

羽
咋
高
校
ビ
デ
オ
ル
ー
ム

経

費

円

定

員

名

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法

電
話
に
て
本
校
総
務

課
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

県
立
羽
咋
高
等
学
校

県
立
学
校
開
放
講
座

県
立
学
校
開
放
講
座

子育て相談 子育て支援課子育て相談

志賀町では、現在、平成 年度から平成 年度までの 年間の介護保険事業の

計画を定める「第 期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の策定を進めてい

ます。

つきましては、今後の介護保険事業や高齢者保健福祉施策の方向性について、

皆様のご意見やご要望をお聞かせいただき、新たな志賀町高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画に反映させるため、住民アンケートを実施いたします。

調査は、町内在住の 歳以上の方の中から無作為に 名の方を抽出し行い、

対象の方には、 月上旬に調査票を配付いたしますので、ご協力をお願いします。

お問い合せ先 健康福祉課 介護保険係

「志賀町介護保険事業計画」策定のための
アンケート調査へのご協力のお願い

お
こ
わ
、
そ
の
他

と

き

月

日
（
土
）、
午

前

時

分
集
合
、
半
日
コ
ー
ス

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

定

員

名
程
度

参
加
費

、

円

（
小
学
生
は

円
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

講

師

室
谷

加
代
子

申
込
方
法

電
話
ま
た
は

で
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

石
川
県
立
富
来
高
等
学
校
事
務
室



縦 覧 期 間 平成 年 月 日（月）から平成 年 月 日（水）まで（ただし、土 日 祝日は除く）

縦 覧 時 間 午前 時 分から午後 時 分まで

縦 覧 場 所 志賀町役場税務課、富来行政センター内税務課分室

縦 覧 の 対 象

土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿

土地価格等縦覧帳簿記載内容 地番、地目、地積、価格

家屋価格等縦覧帳簿記載内容 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

縦覧できる方
町内にある土地・家屋の固定資産税の納税者又はその代理人
なお、土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋、両資産の納税者は土地・家屋両方
の縦覧帳簿の縦覧ができます。

縦 覧 期 間 平成 年 月 日（月）から平成 年 月 日（水）まで（ただし、土 日 祝日は除く）

縦 覧 時 間 午前 時 分から午後 時 分まで

縦 覧 場 所 志賀町役場税務課、富来行政センター内税務課分室

縦 覧 の 対 象

土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿

土地価格等縦覧帳簿記載内容 地番、地目、地積、価格

家屋価格等縦覧帳簿記載内容 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

縦覧できる方
町内にある土地・家屋の固定資産税の納税者又はその代理人
なお、土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋、両資産の納税者は土地・家屋両方
の縦覧帳簿の縦覧ができます。

閲 覧 期 間 平成 年 月 日（火）から（ただし、土 日 祝日及び年末年始は除く）

閲 覧 時 間 午前 時 分から午後 時 分まで

閲 覧 場 所 志賀町役場税務課、富来行政センター内税務課分室

閲 覧 の 対 象 固定資産課税台帳

閲覧できる方
納税義務者及びその代理人、借地・借家人、処分をする権利を有する一定のもの
ただし、借地人は、土地の閲覧、借家人は土地と家屋の閲覧となります。

閲 覧 期 間 平成 年 月 日（火）から（ただし、土 日 祝日及び年末年始は除く）

閲 覧 時 間 午前 時 分から午後 時 分まで

閲 覧 場 所 志賀町役場税務課、富来行政センター内税務課分室

閲 覧 の 対 象 固定資産課税台帳

閲覧できる方
納税義務者及びその代理人、借地・借家人、処分をする権利を有する一定のもの
ただし、借地人は、土地の閲覧、借家人は土地と家屋の閲覧となります。

第 期 第 期 第 期 第 期

納 期 月 月 月 月

納期限 月 日 月 日 月 日 月 日

第 期 第 期 第 期 第 期

納 期 月 月 月 月

納期限 月 日 月 日 月 日 月 日

縦覧期間中においては、閲覧手数料は、無料です。

平成 年度の納税通知書の発送予定は、 月 日（火）です。
口座振替の方は、納期限に引き落としとなりますので、納税通知書に記載されている口座番号等をご確認のうえ、
残高確認をお忘れなく。
既に口座振替を登録されている場合であっても、平成 年中に所有者及び納税義務者の変更があった場合（共有
名義で持分及び構成員の変更があった場合を含む）、新たに口座振替登録が必要となりますのでご注意ください。
同封されてくる課税明細書は、再発行できませんので、大切に保管ください。

税税 務務 課課

平成 年度固定資産税の納期について平成 年度固定資産税の納期について

平成 年度固定資産課税台帳の閲覧について平成 年度固定資産課税台帳の閲覧について

平成 年度固定資産縦覧帳簿の縦覧について平成 年度固定資産縦覧帳簿の縦覧について

月
か
ら
た
ば
こ
自
販
機
が

変
わ
り
ま
す

月
か
ら
た
ば
こ
自
販
機
が

変
わ
り
ま
す

石
川
県
で
は
本
年

月
よ
り
、
自

動
販
売
機
で
の
た
ば
こ
購
入
の
際
に
、

た
ば
こ
専
用
の

カ
ー
ド
タ
ス
ポ

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

タ
ス
ポ

の
申
込
受
付
は
、

月
よ
り
開
始
し
て
お
り
ま
す
。（
カ
ー

ド
の
発
行
手
数
料
、
年
会
費
は
無
料

で
す
。）

申
込
書
は
最
寄
り
の
た
ば
こ
販
売

店
等
で
入
手
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

次
の
お
問
い
合
わ
せ
先
、
ま
た
は
タ

ス
ポ（

）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

）

成
人
識
別
（
タ
ス
ポ
）
の
発
行
は
、

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
た
め
の
た
ば

こ
業
界
全
体
の
取
り
組
み
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
た
ば
こ
協
会

運
営

セ
ン
タ
ーダ

イ
ヤ
ル（
通
話
料
無
料
）

受
付
時
間

午
前

時

午
後

時

（
土
日
・
祝
日
除
く
。）

（ カード タスポ）



『林檎の花見と山菜採り』に参加しませんか？

　今年度も、とぎ実験農場では『春の体験ツアー』を企画しました。
子供たちと一緒に自然にふれてみませんか？　
また、日頃の運動不足の解消などに参加されてはいかがでしょうか。

•日　　時・・・平成２０年５月４日（日）　午前１０時～午後３時

•場　　所・・・志賀町とぎ実験農場とその周辺

•内　　容・・・１０～１２時　　林檎園での花見と農場周辺で山菜採り
　　　　　  　　　　　　　　　 　親水公園には、かわいいアイ鴨が十数羽います
　　　　　　　　１２～１３時　　昼食・休憩
　　　　　　　　１３～１５時　　オプションコース（希望者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　①　クラフト体験（貝細工他）
　　　　　　　　　　　　　　　　　②　旧富来町探険（牡丹寺、のとキリシマ等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各個人、好きなコースを選んで参加できます。

•会　　費・・・① クラフト体験（作品により 1,000円程度の参加費）　　
　　　　　　　　② 探険コース（300～ 500円程度の参加費）

•申込期限・・・平成２０年４月２８日（月）
　　　　　　　　　（電話・ＦＡＸの方は平日の 17 時までにお願いします）

※ ぜひ、ご家族やお友達とお誘い合わせの上、ご参加下さい。

≪お問合せ先≫　志賀町とぎ実験農場　
　　　　　　　　　 TEL 42-2617　
　　　　　　　　　　FAX 42-2613

※上記イベントのため、4/30( 水 ) ～ 5/4( 日 ) において
　農場周辺での山菜採りはご遠慮願います。



ココガヨイ

こどもこころの電話

次
の
日
程
で
天
体
の
観
望
会
を
実
施
し
ま

す
。

月
は

土
星

や

火
星

が
き
れ

い
に
見
え
る
季
節
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

月

日

午
後

時

分

時

（
雨
天
時
）

月

日

場
所

志
賀
町
児
童
館

内
容

土
星
・
火
星
・
上
弦
の
月
を
天

体
望
遠
鏡
で
観
望
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

志
賀
星
の
会

沢
田
忠
夫

時
間
厳
守
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

天天
体体
観観
望望
会会
のの
おお
知知
らら
せせ

天
体
観
望
会
の
お
知
ら
せ

月

日
（
火
）
志
賀
中
学
校
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
文
化
賞
・
文

化
奨
励
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
版
画

や
絵
手
紙
、
絵
画
な
ど
芸
術
文
化
の
各

分
野
で
今
年
度
優
れ
た
成
績
を
収
め
た

児
童
、
生
徒
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

文
化
賞
に
は
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
等

で

位
以
内
の
成
績
を
収
め
た

名
が
、

文
化
奨
励
賞
に
は
全
国
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
り
、
県
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
等

で
最
高
賞
を
受
賞
し
た

名
が
選
考
さ

れ
、
青
山
教
育
長
か
ら
ひ
と
り
ず
つ
表

彰
状
と
楯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
今
回

絵
手
紙
と
版
画
の

つ
の
分
野
で
文
化

賞
の
対
象
と
な
っ
た
、
下
甘
田
小
学
校

年
の
若
狹
淳
美
さ
ん
が

こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
努
力

し
て
い
き
た
い
。

と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

《
文
化
賞
》

神
谷

美
緒

堀
松
小

年
（
版
画
）

瀧
川

朔
生

堀
松
小

年
（
絵
手
紙
）

若
狹

淳
美

下
甘
田
小

年

（
絵
手
紙
・
版
画
）

土
田

美
樹

志
賀
中

年
（
版
画
）

《
文
化
奨
励
賞
》

南

彩
花

堀
松
小

年
（
作
文
）

大
野

瑞
歩

堀
松
小

年

（
読
書
感
想
文
）

前
田

笑
那

土
田
小

年（
ポ
ス
タ
ー
）

青
山

愛

上
熊
野
小

年
（
書
）

藤
岡

弘
文

富
来
小

年

（
読
書
感
想
文
）

若
宮

蘭

富
来
小

年
（
作
文
）

木
戸
加
奈
子

志
賀
中

年
（
絵
画
）

謝辞を述べる
若狹 淳美さん

文
化
賞

名

文
化
奨
励
賞

名
が
受
賞

【火 星】

【土 星】



　

３
月
９
日
（
日
）、
い
こ
い
の
村
能
登
半
島

に
お
い
て
、
志
賀
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
会
役
員
等
約
30
名

が
出
席
し
、
協
会
の
発
展
と
結
束
を
誓
い
ま
し

た
。

　

総
会
の
席
上
、
町
体
育
協
会
道
辻
会
長
か
ら

｢

す
ば
ら
し
い
専
用
競
技
場
を
拠
点
と
し
て
、

競
技
人
口
の
増
加
、
競
技
力
向
上
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。｣

と

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
度
「
志
賀
町
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
千
人
余
の

町
民
の
方
々
を
対
象
に
意
識
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
、
推
進
委
員
の

方
々
と
協
議
を
重
ね
原
案
を
作
成
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
３
月
に
は
審
議
会
で
の
審

議
を
終
え
、
策
定
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、

　
　

①　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
の

意
識
づ
く
り

　
　

②　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
　

③　

男
女
が
と
も
に
参
画
し
や
す
い

　
　
　
　

環
境
づ
く
り

　
　

④　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

　
　

⑤　

着
実
な
計
画
の
推
進

の
五
つ
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
対
し
具
体
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
動
計
画
の
冊
子
は
４
月
中
に
、
地
区

公
民
館
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
の
町
内
各

施
設
に
配
付
予
定
で
す
。
ま
た
、
５
月
の

広
報
に
あ
わ
せ
概
要
版
を
各
家
庭
に
お
配

り
す
る
予
定
で
す
。

「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定

「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
募
集
！　

　

志
賀
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
は
、
い
こ
い

の
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
拠
点
と
し
て
活
動

し
ま
す
。
協
会
員
は
現
在
約
60
名
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
４
月
24
日
に
は
初
心
者
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
専
用
の
競
技
場
で
、

ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
を
基
本
と
し
た
気
軽
に
ど

な
た
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

[

協
会
事
務
局] 

志
賀
町
長
沢
イ-

５-

６

太
田　

勉  

℡ 

32-

３
３
８
３

ま
た
は 

志
賀
町
上
野　

い
こ
い
の
村
能
登
半
島  

℡ 

32-

３
１
３
１

※
申
込
用
紙
は
、
い
こ
い
の
村
・
志
賀
町

総
合
体
育
館
受
付
に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　

３
月
９
日
（
日
）、
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
志
賀
町
文
化
協
会
合
同
競
技
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
協
会
に
所
属
し
て

い
る
「
将
棋
愛
好
会
」「
囲
碁
協
会
」「
か

る
た
協
会
」
の
競
技
部
会
３
団
体
が
主
管

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
が
行
わ
れ
、
町
内

か
ら
愛
好
者
や
教
室
生
あ
わ
せ
て
100
名
ほ

ど
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
日
頃
高
め
た

技
能
を
発
揮
し
、
各
競
技
と
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
将
棋
の
部
】

　

１　

部　
　

橋
岡　

貴
志
（
酒
見
）

　

２　

部　
　

横
山　

勝
美
（
矢
蔵
谷
）

【
囲
碁
の
部
】

　

Ａ
ク
ラ
ス　

大
岡　

秀
二
（
高
浜
町
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス　

工
藤　

輝
夫
（
川
尻
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス　

大
乗　

大
城
（
笹
波
）

【
か
る
た
の
部
】

　

１　

部　
　

藤
江　

真
琴(

高
浜
小
３
年)

　

２　

部　
　

石
田　

輝
希
（
下
甘
田
小
４
年
）

　

３　

部　
　

山
本
美
和
子
（
甘
田
）

　

オ
ー
プ
ン　

福
澤
明
日
香
（
七
尾
高
１
年
）

文
化
協
会
合
同
競
技
大
会

文
化
協
会
合
同
競
技
大
会

【かるたの部】

　

３
月
16
日
（
日
）
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
国
際
交
流
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
籍
や
民
族
の
異
な
る
人
々
が
、

お
互
い
の
文
化
に
ふ
れ
、
お
互
い
を
認
め

合
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
町
内
在
住

の
中
国
人
を
は
じ
め
、
カ
ナ
ダ
人
で
、
町

の
外
国
語
指
導
助
手
を
務
め
る
ダ
ビ
ン
さ

ん
と
そ
の
友
人
、
一
般
町
民
な
ど
、
約
120

人
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、
中
国
の
楽
器
「
二
胡
」

と
三
味
線
の
演
奏
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

演
奏
体
験
が
行
わ
れ
、
二
胡
に
つ
い
て
は

日
本
人
の
参
加
者
が
、
三
味
線
に
つ
い
て

は
中
国
人
の
参
加
者
が
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
胡
と
三
味
線
の
協
演
で
は
、

さ
わ
や
か
な
二
胡
の
音
色
と
、
軽
快
な
三

味
線
の
音
色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
味

わ
い
、
富
来
民
謡
保
存
会
・
民
舞
勝
栄
会

に
よ
る
『
唄
と
踊
り
』
で
は
、
に
ぎ
や
か
な

唄
と
、
華
や
か
な
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
や
外
国
の
人
た
ち
は
、
杵

の
重
さ
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
な
ん
と
か
つ

き
あ
げ
、
参
加
者
み
ん
な
で
、
ア
ン
コ
と

黄
な
粉
の
餅
を
味
わ
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
フ
ェ
ア
を
開
催

李彩霞さんと中田勝さんに
よる二胡と三味線の協演



こ
の
跡
は
き
っ
と
犬
だ
よ
雪
の
上
た
ど
れ
ば
二
つ

蕗
の
芽
に
会
う

中
田

和
子

春
待
た
ず
閉
じ
ら
れ
る
ら
し
店
先
に
水
仙
う
つ
む
き

残
り
香
は
な
つ

伏
谷
美
津
子

温
暖
の
地
球
の
一
点
し
か
と
踏
み
何
事
あ
り
て
も

生
き
ん
と
思
う

龍
揖

澄
子

豆
食は

み
て
胸
内
む
な
ち

に
棲
み
ゐ
る
鬼
ど
ち
を
出
来
得
る
な
ら
ば

一
掃
し
た
し
（
節
分
の
日
）

竹
内

愛
子

算
盤
を
は
じ
き
し
同
じ
指
な
り
や
叔
母
の
麻
痺
の
手

な
で
つ
つ
思
う

坂
井
外
志
子

冬
の
夜
の
夜
回
り
の
音
に
沓と

お

き
日
の
い
ろ
り
囲
み
し

だ
れ
か
れ
浮
か
ぶ

福
島

信
子

白
骨
の
御
文
お
ふ
み

の
ご
と
く
兄
逝
き
ぬ
八
十
路
む
か
え
て

雪
降
る
能
登
に

岩
上

久
枝

家
猫
の
ま
だ
温
か
き
遺
骸
む
く
ろ

抱
き
妻
哀
し
み
て
玄
関
に
立
つ

田
端

正
敏

戸
締
ま
り
に
立
ち
て
見
上
げ
る
如
月
の
望
月
仰
ぎ

西
行
偲
ぶ

細
川

豊

近
づ
け
ば
つ
ぼ
み
か
か
げ
て
の
び
て
ゐ
る
ラ
ッ
パ
水
仙

寒
風
の
中

向
永
い
み
子

慎
重
に
ル
ー
ル
守
ら
ず
命
取
り

高
島

和
子

重
た
そ
う
臨
月
近
い
孫
の
腹

赤

ふ
じ

重
く
て
も
持
つ
と
言
い
張
る
三
歳
児

田
畑

幸
子

重
圧
に
負
け
ず
合
格
笑
顔
出
る

西
尾

海
春

医
者
嫌
い
軽
い
う
ち
に
と
妻
せ
か
す

平
島

凡

軽
い
気
で
言
っ
た
言
葉
が
わ
ざ
わ
い
に

長
田
千
枝
子

重
い
職
軽
い
発
言
首
を
し
め

す
ま
い
さ
お

軽
々
と
重
い
荷
物
も
運
ぶ
孫

田
原
佳
代
子

母
ち
ゃ
ん
は
口
は
軽
い
が
身
は
重
い

古
森

勝

春
な
の
に
重
ね
着
し
て
は
身
は
重
く

中
屋
ア
キ
子

イ
ー
ジ
ス
も
軽
い
気
持
ち
で
二
人
の
む

川
上

富
子

軽
口
を
た
た
い
て
娘
嫁
に
行
く

能
登

秀
雄

我
な
が
ら
吐
い
た
言
葉
の
重
み
知
る

芝
山

照
子

孫
か
ら
の
招
待
受
け
て
気
は
軽
く

窪

洋
子

灯
油
缶
値
上
げ
と
聞
け
ば
重
く
な
り

中
畑

良
則

地
球
よ
り
重
い
人
命
今
は
過
去

み
や
み
ち
さ
か
し

体
重
計
妊
婦
を
乗
せ
て

へ

の
字
顔

小
松

康
子

海
外
に
仕
事
に
出
る
子
建
国
日

深
美

白
鳥

待
春
の
鼓
動
聞
こ
ゆ
る
大

堀
内

一
也

岩
を
這
ふ
腰
に
ロ
ー
プ
の
海
苔
の

り

掻
き
か

き

女め

高
岩
み
つ
る

子
の
声
と
粉ま
が

ひ
し
春
の
か
も
め

か
な

堀

綾
子

月
氷
る
亡
母
の
部
屋
よ
り
手
鞠
唄

池
田

玲
子

こ
ん
な
日
は
春
風
入
れ
て
模
様
替

前
川
美
代
子

隣
席
は
幼
な
な
じ
み
や
鮟
鱇
あ
ん
こ
う

鍋

安
田
紀
美
恵

コ
ラ
ム

楽
し
み
は
…

志
賀
歌
会
会
長

吉
本

與
彦

日
々
の
生
活
の
中
で
、
ふ
と
感
じ
た
こ
と
、
目
に
つ

い
た
も
の
、
心
に
残
る
こ
と
を
五
七
五
七
七
の
形
に
収

め
る
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
言
葉
探
し
、

形
に
収
め
る
な
ど
苦
心
惨
憺
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
そ
も

そ
も
楽
し
み
と
い
う
も
の
で
す
。
日
々
の
歌
と
い
う
点

か
ら
、
江
戸
末
期
、
越
前
の
清
貧
・
風
雅
の
歌
人
、

橘
曙
覧

あ
け
み

の
歌

独
楽
吟

五
十
二
首
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

た
の
し
み
は
百
日

も
も
か

ひ
ね
れ
ど
成
ら
ぬ
歌
の
ふ
と
お

も
し
ろ
く
出
で
き
ぬ
る
時

た
の
し
み
は
ま
れ
に
魚う
お

煮
て
児
等
皆
が
う
ま
し
う

ま
し
と
い
ひ
て
食
ふ
時

た
の
し
み
は
心
を
お
か
ぬ
友
ど
ち
と
笑
ひ
か
た
り

て
腹
を
よ
る
と
き

コ
ラ
ム

楽
し
み
は
…

志
賀
歌
会
会
長

吉
本

與
彦

日
々
の
生
活
の
中
で
、
ふ
と
感
じ
た
こ
と
、
目
に
つ

い
た
も
の
、
心
に
残
る
こ
と
を
五
七
五
七
七
の
形
に
収

め
る
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
言
葉
探
し
、

形
に
収
め
る
な
ど
苦
心
惨
憺
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
そ
も

そ
も
楽
し
み
と
い
う
も
の
で
す
。
日
々
の
歌
と
い
う
点

か
ら
、
江
戸
末
期
、
越
前
の
清
貧
・
風
雅
の
歌
人
、

橘
曙
覧

あ
け
み

の
歌

独
楽
吟

五
十
二
首
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

た
の
し
み
は
百
日

も
も
か

ひ
ね
れ
ど
成
ら
ぬ
歌
の
ふ
と
お

も
し
ろ
く
出
で
き
ぬ
る
時

た
の
し
み
は
ま
れ
に
魚う
お

煮
て
児
等
皆
が
う
ま
し
う

ま
し
と
い
ひ
て
食
ふ
時

た
の
し
み
は
心
を
お
か
ぬ
友
ど
ち
と
笑
ひ
か
た
り

て
腹
を
よ
る
と
き

さ
さ
や
か
な
敬
老
火
の
側
あ
け
て
や
る

木
村

貞
涼

子
育
て
は
誉
め
て
叱
っ
て
抱
き
し
め
て

坂
野
か
ほ
る

先
生
が
誉
め
る
と
ラ
ン
ド
セ
ル
軽
い

山
本

静
香

知
り
つ
つ
も
お
だ
て
上
手
の
誉
め
言
葉

西
尾

善
春

誉
め
ら
れ
て
そ
の
気
に
な
っ
て
足
落
と
す

坂
下
二
三
子

火
が
つ
い
て
消
す
に
消
さ
れ
ぬ
胸
の
内

遠
藤
美
朝
子

不
器
用
な
仕
上
が
り
だ
か
ら
誉
め
て
や
り

石
田

雪
路

セ
ー
ル
ス
マ
ン
猫
ま
で
誉
め
て
買
わ
さ
せ
る

前
田

志
津

孫
の
子
の
ミ
ニ
バ
ス
誉
め
て
え
び
す
顔

木
村
よ
し
子

誉
め
ら
れ
て
そ
の
気
に
さ
れ
て
役
を
受
け

小
松

彰
一

寝
て
い
て
も
安
心
で
き
ぬ
北
の
核

石
田
沙
英
子

火
と
燃
え
て
恋
は
女
が
奪
う
も
の

地
頭

次
郎

口
づ
け
を
さ
れ
嫁
ぐ
日
の
夢
に
酔
う

小
松

糸
葉

良
く
出
来
た
今
日
も
誉
め
ら
れ
よ
し
明
日
も

須
曽

正
子

誉
め
育
て
後
が
続
か
ぬ
怒
鳴
り
声

吉
村
と
し
子

事
故
隠
し
真
実
語
ら
ぬ
重
い
口

林

ち
よ
子

人
生
は
重
い
荷
物
の
登
り
坂

上
田

利
雄



キ
リ
シ
タ
ン
刑
場
跡
や
残
り
雪

須
广
ひ
ろ
し

春
浅
し
迷
い
の
一
つ
朝
と
な
り

森
下
い
わ
お

吊
橋
や
抜
き
足
差
し
足
春
一
番

冨
地

重
内

風
花
の
無
限
の
底
に
ぺ
タ
ル
漕
ぐ

丸
田

歩
拙

し
ん
し
ん
し
ん
雪
の
音
聞
く
北
の
宿

服
部

頼
次

慶
と
弔
半
々
に
あ
り
二
月
尽

川
田
ま
さ
を

頬
染
め
て
海
鳴
り
受
け
る
大
風
車

大
乗

春
風

結
納
品
床
に
飾
ら
れ
春
座
敷

安
井
ふ
さ
の

束
の
間
の
庭
を
粧
よ
そ
お

ふ
春
の
雪

長
根
尾
い
く
え

春
兆
す
日
本
海
の
夕
茜

須
广
と
み
子

土
匂
ふ
漲
み
な
ぎ

る
力
畑
を
打
つ

藤
沢

鶴
女

子
等
描
く
砂
文
字
太
し
春
の
潮

浅
野

照
子

梅
が
香
の
ほ
の
か
に
あ
り
て
空か
ら

屋
敷

新
沢

和
子

ふ
き
ん
縫
ふ
に
雀
鳴
く
な
り
春
隣

小
島

史
子

春
未
だ
お
い
で
の
神
を
ひ
た
に
待
つ

鍋
岡
美
智
子

花
好
き
の
友
へ
手
向
け
る
黄
水
仙

大
島

朋
子

短
冊
を
替
へ
て
春
め
く
老
の
部
屋

細
川
ふ
じ
子

民
謡
観
る
出
足
た
め
ら
ふ
春
の
雪

坂
下

豊
子

戸
袋
を
し
ば
し
貸
し
た
る
雀
の
巣

土
田
エ
ミ
子

春
雪
に
心
清
め
て
朝
の
膳

雄
谷

あ
い

青
空
の
変
り
易
く
て
春
の
雪

中
田

淑
子

地
震

な

い

あ
と
の
壁
ほ
ろ
ほ
ろ
と
春
一
番

土
田
ま
つ
い

美
し
き
尼
の
う
な
じ
や
さ
さ
め
雪

吉
田

外
江

山
門
を
く
ぐ
り
て
浄
土
梅
香
る

淵
端

三
之

陽
の
庭
に
顔
を
の
ぞ
か
す
雪
間
草

土
田

清
枝

ポ
ケ
ッ
ト
の
膨
ら
ん
で
い
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン

裏
田

弘
美

折
紙
の
雛
を
飾
り
て
ち
ら
し
ず
し

藤
勝
勇
美
子

海
に
生
く
父
ま
な
う
ら
や
起き

舟せ
ん

祭さ
い

北
谷

芳
子

赤
と
黒
黄
色
が
歩
く
ピ
カ
リ
っ
子

佇
久

子
雀
の
会
話
の
弾
む
夜
明
け
か
な

村
田

浅
子

初
お
講
嫗
お
う
な

集
い
て
に
ぎ
や
か
に

智
子

語
り
合
う
小
雨
降
り
た
る
バ
ス
停
は
世
代
を
越
え
た

女
の
集
い

細
川
み
さ
の

お
社
の
銀
杏
の
大
木
葉
も
落
ち
て
大
空
見
上
げ

春
待
ち
顔
で

千
里

一
日
一
日
を
大
切
に

田
中
て
い
子

旧
い
年
は
逝
き
新
し
い
年
が
明
け
て
早
二
ヶ
月

心
臓
は
一
日
十
万
回
も
拍
動
し
一
分
間
も
休
む
事
は
な
い

毎
日
八
千

の
血
液
を
出
し
体
中
に
送
る

何
と
八
十
年
目
の
私
、
二
万
五
千
五
百
日
に
な
る

今
朝
も
自
然
に
目
が
さ
め
生
き
て
い
る

血
圧
の
心
配
も
な
し
身
が
軽
い

朝
の
散
歩
を
は
じ
め
て
二
十
年

さ
あ
い
つ
も
の
道
に
出
か
け
よ
う

今
日
と
言
う
日
は
も
う
こ
な
い

何
や
か
や
と
雑
用
に
追
わ
れ

何
か
や
り
残
し
た
事
な
い
か
な
ー

ま
あ
い
い
や

夜
は
テ
レ
ビ
で
た
の
し
み
九
時
に
ね
る

や
が
て
夜
が
明
け
日
が
登
る

今
日
又
一
日
無
事
で
あ
り
た
い

生
き
る
だ
け
で
ま
る
も
う
け

健
や
か
に
老
ゆ
る
事
を
祈
る

自
分
の
人
生
を
作
っ
て
い
る
一
日
に
感
謝
を
し
つ
つ
…

想
い
出
乗
せ
て

山
田

欣
三

一

三
年
振
り
だ
な

志
賀
の
町

二
四
九
国
道

雨
あ
が
り

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が

目
に
沁
み
る

あ
の
娘
輪
島
に

嫁
い
だ
そ
う
な

別
れ
の
夜
の

想
い
出
は

今
で
も
俺
は

忘
れ
て
い
な
い

二

於
古
川
橋
か
ら

川
添
え
に

川
尻
橋
へ

歩
い
た
ね

お
ぼ
ろ
月
夜
の

夜
だ
っ
た

別
れ
の
言
葉

ふ
れ
な
い
よ
う
に

二
人
だ
ま
っ
て

さ
よ
な
ら
を

今
宵
一
人
で

歩
い
て
み
よ
う

三

必
ず
あ
の
娘
が

幸
せ
に

な
っ
て
慾
し
い
と

祈
り
つ
つ

俺
の
想
い
出

乗
せ
て
飛
ぶ

能
登
空
港
に

霧
が
流
れ
る

こ
れ
か
ら
帰
る

東
京
へ

フ
ラ
イ
ト
待
ち
の

最
終
便
で

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

教教
室室

芸芸
文文

作
品
募
集



ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

お
は
な
し
会

日
時

月

日（
水
）・

日（
水
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

休館日のご案内

月

日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
いい
っっ
ぱぱ
いい
のの

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
い
っ
ぱ
い
の

おお
いい
しし
いい
おお
べべ
んん
とと
うう

お
い
し
い
お
べ
ん
と
う

ブブ
レレ
ネネ
クク
・・
ユユ
キキ
ココ

ブ
レ
ネ
ク
・
ユ
キ
コ

人人
気気
のの
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
のの
他他
にに
どど

人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
他
に
ど

うう
ぶぶ
つつ
のの
おお
弁弁
当当
やや
遠遠
足足
のの
おお
弁弁
当当

う
ぶ
つ
の
お
弁
当
や
遠
足
の
お
弁
当

なな
どど
、、
子子
どど
もも
がが
喜喜
ぶぶ
おお
弁弁
当当
のの
作作

な
ど
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
お
弁
当
の
作

りり
方方
がが
詳詳
しし
くく
載載
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
作作

り
方
が
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
。
作

るる
時時
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
やや
ココ
ツツ
をを
参参
考考
にに

る
時
の
ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
を
参
考
に

楽楽
しし
いい
おお
弁弁
当当
をを
作作
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん

楽
し
い
お
弁
当
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

かか
？？
今今
春春
かか
らら
おお
弁弁
当当
作作
りり
にに
取取
りり

か
？
今
春
か
ら
お
弁
当
作
り
に
取
り

組組
むむ
方方
、、
他他
にに
もも
おお
弁弁
当当
作作
りり
のの
本本

組
む
方
、
他
に
も
お
弁
当
作
り
の
本

がが
たた
くく
ささ
んん
ああ
りり
まま
すす
のの
でで
、、
ぜぜ
ひひ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活活
用用
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

月
で
す

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
に
は
新
聞
・
雑
誌
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
本
・
料
理
の
本

な
ど
、
新
生
活
に
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（火） 稗 造
東小室バス停
鵜野屋バス停

日（水） 保育所
ますほ保育園
とぎ保育園

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火）
東増穂

八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

志賀町デイサービスセンター

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

日（木） はまなす園

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

土土
鍋鍋
でで
おお
いい
しし
いい
ごご
はは
んん
をを

土
鍋
で
お
い
し
い
ご
は
ん
を

食食
べべ
よよ
うう

食
べ
よ
う

山山
本本

真真
理理

山
本

真
理

土土
鍋鍋
でで
ごご
はは
んん
をを
炊炊
くく
のの
はは
決決
しし

土
鍋
で
ご
は
ん
を
炊
く
の
は
決
し

新
着
の
本

てて
むむ
ずず
かか
しし
くく
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
そそ
しし

て
む
ず
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

てて
土土
鍋鍋
ごご
はは
んん
はは
冷冷
めめ
てて
もも
おお
いい
しし

て
土
鍋
ご
は
ん
は
冷
め
て
も
お
い
し

いい
のの
でで
すす
。。
炊炊
きき
たた
てて
のの
ごご
はは
んん
にに

い
の
で
す
。
炊
き
た
て
の
ご
は
ん
に

合合
うう
おお
かか
ずず
、、
炊炊
きき
込込
みみ
ごご
はは
んん
、、

合
う
お
か
ず
、
炊
き
込
み
ご
は
ん
、

混混
ぜぜ
ごご
はは
んん
なな
どど
のの
レレ
シシ
ピピ
をを
紹紹
介介

混
ぜ
ご
は
ん
な
ど
の
レ
シ
ピ
を
紹
介

すす
るる
一一
冊冊
でで
すす
。。

す
る
一
冊
で
す
。

シシ
ンン
メメ
トト
リリ
ーー

誉誉
田田

哲哲
也也

シ
ン
メ
ト
リ
ー

誉
田

哲
也

恋恋
のの
かか
たた
ちち
、、
愛愛
のの
いい
ろろ

恋
の
か
た
ち
、
愛
の
い
ろ

唯唯
川川

恵恵

唯
川

恵

弥弥
勒勒
世世

上上
・・
下下

馳馳

星星
周周

弥
勒
世

上
・
下

馳

星
周

日日
月月
めめ
ぐぐ
るる

諸諸
田田

玲玲
子子

日
月
め
ぐ
る

諸
田

玲
子

婚婚
約約
のの
ああ
とと
でで

阿阿
川川
佐佐
和和
子子

婚
約
の
あ
と
で

阿
川
佐
和
子

ワワ
ンン
スス
・・
アア
ポポ
ンン
・・
アア
・・
タタ
イイ
ムム
・・
イイ
ンン

ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン

東東
京京

上上
・・
下下

楡楡

周周
平平

東
京

上
・
下

楡

周
平

乳乳
とと
卵卵

川川
上上
未未
映映
子子

乳
と
卵

川
上
未
映
子

いい
つつ
かか
らら
、、中中
年年
？？

酒酒
井井

順順
子子

い
つ
か
ら
、中
年
？

酒
井

順
子

デデ
モモ
ナナ
ーー
タタ

幕幕

デ
モ
ナ
ー
タ

幕

日時 月 日 午後 時から
場所 志賀町立図書館 階・視聴覚室

月 日の 子ども読書の日 を記念して、ボランテ
ィアによるおはなし会を開催します。パネルシアターや
読み聞かせなど楽しいお話がいっぱいです！
親子でお気軽にご参加ください。

ここどどもも読読書書のの日日 ワワククワワククおおははななしし会会こども読書の日 ワクワクおはなし会

生誕百年記念企画展示

期間 月 日（土）
場所 志賀町立図書館

階 展示ホール
岡部文夫の生誕百年を記念して、歌集
や写真パネルなどで生涯を振り返る企画
展を開催します。ぜひご来館ください。

生誕百年記念企画展示

期間 月 日（土）
場所 志賀町立図書館

階 展示ホール
岡部文夫の生誕百年を記念して、歌集
や写真パネルなどで生涯を振り返る企画
展を開催します。ぜひご来館ください。

郷土の歌人 岡部文夫 場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

日
時

月

日（
金
）

午
後

時
か
ら

場
所

と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー



志賀町児童館

　

３
月
２
日
（
日
）、
１
年
間
の
集

大
成
と
し
て
児
童
館
の
お
楽
し
み
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
約
200
名
の
親
子

が
来
館
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
各

教
室
の
生
徒
に
よ
る
琴
演
奏
、
オ
カ

リ
ナ
演
奏
、
児
童
に
よ
る
よ
さ
こ
い

の
演
舞
等
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。「
う
れ
し
い
ひ
な

ま
つ
り
」「
春
の
小
川
」「
千
の
風
に

な
っ
て
」
の
曲
に
あ
わ
せ
て
、
客
席

も
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
春
の
雰
囲
気

を
楽
し
み
、
元
気
一
杯
の
よ
さ
こ
い

踊
り
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
達
は
友
達
と
一
緒

に
創
意
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
折
り

紙
で
お
雛
様
を
折
っ
た
り
、
紙
パ
ズ

ル
や
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
に
挑
戦
し
た

り
、
春
の
一
服
抹
茶
と
お
だ
ん
ご
を

い
た
だ
い
た
り
、
紙
飛
行
機
で
的
あ

て
、
く
じ
引
き
、
魚
釣
り
な
ど
も
し

ま
し
た
。
積
極
的
に
色
々
な
活
動
に

ト
ラ
イ
し
、
元
気
な
声
を
響
か
せ
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
教
室
の
ご
指
導
を
し
て
下
さ
っ

た
先
生
方
、
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
も
遊
び
の
天
才
で
あ
る
子
ど

も
達
が
作
る
喜
び
、
遊
ぶ
楽
し
さ
を

味
わ
え
る
児
童
館
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。気
軽
に
ご
来
館
下
さ
い
。

かっこよくきめた
よさこいソーラン

かわいいお雛様
できるかな！

改造紙飛行機
を作ろう！

うまく弾ける
かな？
ドキドキ

的をめがけて
　　それ！

おいしい魚
釣れるかな ?

春の一服
ちょうだいします

♪春の小川は…♪
がんばったよ
オカリナ演奏

アイロンビーズって
おもしろいね！

花輪に
通るかな ?

　

お
楽
し
み
会

お
楽
し
み
会

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

家
主
は
、
賃
借
人
が
家
賃
を
確
実
に
支
払
っ
て

く
れ
る
か
、
立
ち
退
く
際
に
法
外
な
要
求
を
出
す

人
で
は
な
い
か
気
に
か
か
る
た
め
、
入
居
希
望
者

に
対
し
て
職
業
な
ど
を
尋
ね
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
家
主
に
信
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

入
居
希
望
者
の
ほ
う
か
ら
職
業
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
主
は
、
ど
ん
な
人
に

建
物
を
貸
す
か
を
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
契
約
し
て
入
居
し
た
後

に
、
賃
借
人
の
職
業
な
ど
が
事
前
の
話
と
は
違
っ

て
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
家
主
は
賃
借
人
に
対
し
て
強
い
不
信

感
を
抱
き
、
契
約
を
解
消
し
た
い
と
考
え
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、

一
流

会
社
の
社
員

と
称
し
て
い
た
人
が
風
俗
業
で
働

い
て
い
た
り
、

会
社
員

と
称
し
て
い
た
人
が

暴
力
団
で
あ
っ
た
り
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
契

約
を
解
消
す
る
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
す
。
賃

借
人
が
家
賃
の
支
払
な
ど
契
約
上
の
義
務
を
確
実

に
履
行
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
職
業
な
ど
に
偽
り
が

あ
っ
た
だ
け
で
は
、
契
約
の
解
除
や
更
新
拒
絶
は

認
め
ら
れ
に
く
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
職
業
な

ど
が
当
初
の
話
と
違
っ
て
い
た
結
果
、
現
実
に
支

障
が
生
じ
て
く
れ
ば
、
契
約
の
解
除
や
更
新
拒
絶

が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

暴
力
団
員
の
賃
借
人
の
と
こ
ろ
で
明
ら
か
に
暴
力

団
員
と
わ
か
る
風
体
の
人
た
ち
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
出

入
り
す
る
た
め
、
他
の
賃
借
人
が
恐
が
っ
た
り
、

転
居
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
ま
た
、

建
物
の
賃
貸
人
が
職
業
や
身
分
を
偽
っ
て
入

居
し
た
場
合
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

定
職
を
持
た
な
い
賃
借
人
の
場
合
は
、
家
賃
を
滞

納
し
、
家
主
が
催
促
し
て
も
支
払
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

賃
貸
借
契
約
書
に
、
居
住
す
る
人
を

名

と
明
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
記
載
し

た
人
数
を
超
え
る
人
数
で
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
契
約
違
反
に
よ
る
解
除
が
認
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
仮
に
、
夫
婦

名
で
居
住
す
る
予
定

で
入
居
し
た
後
に
、
妻
の
妹
が
同
居
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
は
困
難
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、

賃
貸
物
件
内
の

室
の
う
ち
の

室
を
他
人
に
間

貸
し
し
て
家
賃
を
取
っ
た
場
合
は
、
家
主
は
無
断

転
貸
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
が
可
能
で
す
。
最

終
的
に
は
、
居
住
人
数
を
定
め
た
趣
旨
を
考
慮
し

な
が
ら
、
家
主
と
賃
借
人
と
の
信
頼
関
係
の
破
壊

に
至
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
契
約
の
解
除
が

認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
決
ま
り
ま
す
。

最
近
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ら
退
去
す
る

旨
の
特
約
を
結
ぶ
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
建
物

の
損
壊
が
激
し
く
な
る
こ
と
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
家
主
の
要
望
で
こ
の
よ
う
な
条
項
が
特
約

と
し
て
記
載
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
夫
婦

に
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
の
は
通
常
予
想
さ
れ
る
こ

建
物
の
賃
借
人
が
定
員
外
の
人
を
入
居
さ
せ

た
と
き
は
ど
う
で
す
か
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
退
去
す
る

と
定

め
た
契
約
は
有
効
で
す
か
。

弁護士（元検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、横浜地検、名古屋地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯等数多く
の事件を担当。また、高等検察庁検事として、若手検事の指導育成
にも当たる。平成 年 月、 年の検事生活を終え、愛知県弁護士
会に弁護士登録。あすなろ法律事務所という名称で法律事務所を開
設し、弁護士として活動。弁護士会では、刑事弁護委員会、民事暴
力対策委員会、被害者対策委員会、業務対策委員会に所属。
平成 年 月から愛知学院法科大学院特任教授に就任。その他愛
知県警察学校などで講師



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
賃
借
人
に
対
し
、
通
常
ど

お
り
に
そ
の
建
物
や
部
屋
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
催

告
し
、
賃
借
人
が
そ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
用

法
違
反
で
契
約
を
解
除
す
る
か
、
期
間
満
了
時
に

更
新
拒
絶
を
し
て
、
明
渡
し
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

賃
借
人
が
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
当
然
、
家
賃

滞
納
が
続
き
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
契

約
解
除
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
解
除
を
通
知
す

べ
き
相
手
方
の
所
在
が
不
明
で
す
か
ら
、
厳
格
に

解
除
の
通
知
を
す
る
た
め
に
は
、
簡
易
裁
判
所
に

申
立
て
を
し
て
、
公
示
に
よ
る
意
思
表
示
の
方
法

を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
公
示
に
よ
る
意
思
表

示
に
は
費
用
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら

か
じ
め
契
約
書
で
、
賃
借
人
が
所
在
不
明
に
な
っ

て
一
定
期
間
経
過
し
た
場
合
は
契
約
は
当
然
に
終

了
す
る

と
定
め
て
お
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

建
物
の
賃
借
人
が
ほ
と
ん
ど
掃
除
を
せ
ず
、

部
屋
の
汚
れ
が
ひ
ど
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

賃
借
人
は
、
借
家（
貸
室
）を
通
常
の
使
用
方
法

に
従
っ
て
利
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

賃
借
人
は
、
賃
貸
借
が
終
了
し
た
と
き
は
借
家
を

返
還
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
善

良
な
管
理
者
と
し
て
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
借
家

を
利
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
善
良
な
管
理

者
と
し
て
の
注
意
」と
は
、
賃
借
人
の
社
会
的
地

位
・
職
業
・
経
験
な
ど
か
ら
通
常
要
求
さ
れ
る
程

度
の
注
意
で
す
。
そ
こ
で
、
賃
借
人
が
ほ
と
ん
ど

掃
除
を
行
な
わ
ず
、
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
カ
ビ

が
発
生
す
る
な
ど
し
て
借
家
の
損
傷
が
進
ん
で
い

る
場
合
は
、
家
主
は
そ
の
改
善
を
要
求
す
る
こ
と

が
で
き
、
賃
借
人
が
応
じ
な
い
と
き
は
、
善
良
な

管
理
者
と
し
て
の
注
意
を
払
わ
な
い
と
し
て
契
約

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
抑
圧
す
る
特
約
は
非
人
間
的

で
あ
る
か
ら
公
序
良
俗
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

独
身
者
用
貸
室
に
家
族
や
異
性
を
同
居
さ
せ

た
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

独
身
者
用
の
貸
室
で
あ
っ
て
も
、
親
族
を
一
時

的
に
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
は
通
常
許
さ
れ
る
行
為
で

す
か
ら
、
家
主
が
こ
れ
を
理
由
と
し
て
明
渡
し
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
独
身
者
用
の
貸
室

に
親
族
以
外
の
異
性
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
は
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
た
だ
ち
に
明
渡
し
を
求

め
る
根
拠
と
は
な
り
に
く
い
で
し
ょ
う
。

最
近
、
女
子
大
生
専
用
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
男
性
は
た
と
え
親
族
で
あ
っ
て

も
内
部
に
入
れ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
女
子
大

生
を
入
居
さ
せ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
条
件
に
は

相
当
の
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
繰
り
返
し
男
性
を
宿
泊
さ

せ
、
家
主
か
ら
の
中
止
要
求
を
無
視
し
た
行
為
を

す
る
入
居
者
に
対
し
て
は
、
契
約
違
反
に
よ
り
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
物
の
賃
借
人
が
無
断
で
長
期
不
在
、
ま
た

は
蒸
発
し
た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

賃
借
人
が
、
長
期
間
不
在
を
し
た
り
、
ま
れ
に

立
ち
寄
る
程
度
で
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
場
合
は
、

家
賃
が
確
実
に
支
払
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
都

合
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
ビ
ル
や
事
務
所
ビ

ル
な
ど
で
、
そ
の
一
部
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て

い
な
い
と
、
他
の
店
舗
や
事
務
所
に
も
悪
影
響
を

与
え
、
ビ
ル
全
体
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
場
合
は
、
老
朽
化
が
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

を
解
除
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

な
お
、
不
注
意
に
よ
る
た
ば
こ
の
火
で
畳
を
焦

が
し
て
し
ま
っ
た
と
き
や
、
子
ど
も
が
暴
れ
て
窓

ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
、
障
子
の
桟
を
折
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
な
ど
は
、
賃
借
人
が
修
繕
す
る
か
、
あ

る
い
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
い
ま
す
。

通
常
の
使
用
方
法
に
よ
っ
て
汚
れ
た
場
合
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

賃
借
人
が
善
良
な
管
理
者
と
し
て
の
注
意
義
務

を
払
い
、
通
常
の
使
用
方
法
に
し
た
が
っ
て
利
用

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
じ
た
汚
れ
に
つ
い
て
は
、

賃
借
人
は
、
修
繕
し
た
り
賠
償
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
期
間
の
経
過
と
と
も
に
畳

が
す
り
切
れ
て
き
た
り
、
ふ
す
ま
が
日
焼
け
し
て

変
色
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
当
然
の
こ
と
で

す
か
ら
、
賠
償
な
ど
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
契
約
書
な
ど
で
、
借
家
を
退
去
す
る
と
き

は
畳
替
え
、
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
、
壁
紙
の
張
り

替
え
を
行
な
う
な
ど
の
結
ん
で
い
た
場
合
は
、
そ

の
特
約
が
有
効
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
騒
い
で
苦
情
の
絶
え
な
い
建
物
の
賃

借
人
が
い
る
場
合
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

賃
借
人
は
、
契
約
又
は
借
家
の
性
質
に
よ
っ
て

定
ま
る
使
用
方
法
に
従
っ
て
借
家
を
使
用
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ

ョ
ン
の
賃
借
人
は
、
同
じ
建
物
内
の
他
の
賃
借
人

に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
共
同
住
宅
に
お
い
て
、

あ
る
賃
借
人
の
貸
室
に
大
勢
の
訪
問
客
が
来
訪
し
、

ス
テ
レ
オ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
た
り
、
楽
器
を

演
奏
し
た
り
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
す
る
な
ど
し

て
、
他
の
賃
借
人
や
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為

を
繰
り
返
し
た
場
合
は
、
用
法
違
反
に
な
り
ま
す
。



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日 と

毎週金曜日 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく・
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日 志

ゆう遊クラブ

月 日（火）
ヵ月
歳すぎまで

志

月 日（火）
乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

【対象者】脳卒中後遺症等で日常
生活が概ね自立している方

初めての方は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月児健診受診後
生後 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
予予 防防 接接 種種予 防 接 種

予約が必要です。希望される方は、保健福祉センターまでご連絡下さい。
ベビーマッサージを行います。予約が必要ですので、希望される方は、
保健福祉センターまでご連絡下さい。



お問い合わせ先お問い合わせ先

必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
都合により内容を変更する場合があります。

花とアリス館
月 日（火） 日（水）

能登の四季の移り変わりをアリス館の花々の写真
展にてご覧頂けます。

北陸電力 アリス館志賀

開館イベント
月 日（日） 日（祝）

スタンプラリー や 日替わり工作 などお楽しみいっ
ぱい。

日は 親子で和菓子作り 、 日は お茶会 をするよ。
みんなアリス館に遊びに来てね

会場スタンプラリー
月 日（日） 日（祝）

アリス館からフローリィへ行くスタンプラリーだよ。
それぞれのスタンプを集めて、プレゼントをゲット

選べる ペンスタンド
月 日（火） 月 日（火）

紙コップを使った新学期グッズを作ろう

とべ とべ こいのぼり
月 日（水） 月 日（祝）

ストローを使ったこいのぼりを作ろう

アニマルお手伝い券
月 日（水） 月 日（日）

お手伝い券を作って、お母さんにプレゼントしよう



①「本人確認」を行います　

②正当な理由を明示してください

②「通知」を行います　　

①「本人確認」を行います　

住民課窓口では
　・窓口に来られた方について、、運転免許証、パスポート、写真付住民基本
　　台帳カードなどの写真付本人確認書類を見せていただいて確認を行います。
　・代理人については、さらに委任状などの書面により代理権限の確認も行います

郵送では
　・本人確認書類の写しを同封し、返送先は現住所とすることが必要となります。　

　・戸籍に記載されている方、又はその配偶者、直系の親族の方 ( 以下「本人等」) については戸籍証明書
を利用する理由を書く必要はありません。

　・本人等以外の方については「自分の権利を行使したり、自分の義務を果たしたりするために、戸籍や住
民票の内容を確認する必要があること」、「国または地方公共団体の機関に提出する必要があること」な
どの正当な理由を請求書に詳しく書くことが必要になります。

　窓口に来られた方について、「本人確認」を行います。　　　　　　　　　
「本人確認」の方法は、戸籍証明書や住民票などの交付請求の場合と同様です。

　窓口に来られた方が、届出等のご本人であると確認できなかった場合には、その届出が受理されたことを
ご本人に通知します。

※この法律改正によって住民課窓口の混雑が予想されますが、ご協力をお願いします。

❖戸籍の届出や住所の異動などをしたいとき…❖戸籍の届出や住所の異動などをしたいとき…

　養子縁組、養子離縁、結婚、離婚、認知の届出をするとき、または
転出、転入、転居などの届出をするときは次のように法律で決められました。

いつも戸籍窓口での本人確認にご協力いただきありがとうございます。
　平成１５年１０月から実施されたこの「本人確認」は皆様のご理解をいただき浸透してきております。し
かしながら、昨今の新聞報道等に見られるように、戸籍に記載された個人情報が不正に取得されたり、本人
の知らない間に虚偽の結婚届が提出されたり、また、本人になりすまして他人の住民票を勝手に異動するな
どの事件もおきています。
　これらの社会情勢から、国では平成２０年５月１日から写真付き公的身分証明書などの証明書による「本
人確認」を法律で義務づけることになりました。

❖戸籍証明書や住民票などがほしいとき…❖戸籍証明書や住民票などがほしいとき… 本人確認のためご提示いただくもの
（１点でよいもの）
運転免許証、パスポート、写真付住
民基本台帳カードなど
（２点必要となるもの）
健康保険証、介護保険証、後期高齢
者医療保険証、など



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯
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等
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の
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濱
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高
浜
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来
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開
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見
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大
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氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

月月 日日現現在在月 日現在

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局名 住 所

日
（日）

金田内科医院 羽咋市千里浜町
は く い 薬 局 羽咋市的場町

岡田医院 志賀町富来領家町

日
（日）

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜

日
（日）

疋島クリニック 羽咋市旭町
押水瑠璃光薬局 宝達志水町門前

ひよりクリニック 志賀町富来地頭町

日
（日）

おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町
志雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市

加藤病院 志賀町高浜町

日
（祝）

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

前川医院 羽咋市酒井町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局名 住 所

日
（日）

金田内科医院
は く い 薬 局

岡田医院

日
（日）

羽咋池野整形外科医院
くすりのまき薬局

西村内科胃腸科クリニック

日
（日）

疋島クリニック
押水瑠璃光薬局

ひよりクリニック

日
（日）

おおの整形外科クリニック
志雄瑠璃光薬局

加藤病院

日
（祝）

西村内科胃腸科クリニック
羽咋菜の花薬局

前川医院

【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。
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。

月
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入
学
や
人
事
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動
な
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で
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。

広
報
発
行
業
務
も
こ
れ
ま
で
の
総
務

課
か
ら
新
し
く
出
来
た
情
報
推
進
課
に

異
動
し
ま
し
た
。今
後
は
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ー
ム
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ー

ジ
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報
、

が
同
じ
課
で
作
業

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
一
層
情
報

発
信
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。



蔵
くらや

谷　有
ゆうすけ

祐ちゃん
　いつも笑顔で元気いっぱいのゆ
うちゃん。いっぱい食べて、たく
ましく育ってね。　　　両親より

このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サーク
ル仲間の写真等コメントを添えて総務課広報係までお送りください。

龍
たつ

揖
い

日
ひ な の

菜乃ちゃん　志
し い な

衣菜ちゃん

　４月から年長組、年中組になりました。生
まれた時からいろんな人達に愛情いっぱい
うけて大きくなりました。毎日パワー全開で
笑ったり歌ったり泣いたりケンカしたりとに
ぎやかな二人です。この頃はひらがなを覚え
て絵本を読むのが大好きです。これからも色
んなことに挑戦し、たくましく育っていって
　　両親より

お 知 ら せ 

宝くじ助成金で太鼓整備宝くじ助成金で太鼓整備
　この度、コミュニティ助成金を受けて下記の３団体に太鼓が整備されました。
　この助成金は、宝くじの受託事業収入を財源として、コミュニティの健全な発展と宝くじの普及効果
が発揮できる事業を対象に交付されるものです。
　各団体では会員の日常練習はもとより、郷土芸能の保存継承、地域のコミュニティ活動の推進に役立
てたいと考えています。

上熊野太鼓クラブ 志賀豊年力太鼓保存会 葵　海　童

志賀町能登空港利用促進に関する助成金額の変更志賀町能登空港利用促進に関する助成金額の変更
　能登空港を離発着する航空機（能登・東京間の定期便）に搭乗した方について、助成金を交付してお
りますが、搭乗日が平成２０年４月１日以降利用される方は、助成額が下記
のとおりとなります。なお、平成２０年３月３１日までに搭乗された方につ
いては、平成１９年度助成額の交付対象となります。ただし、申請期間（搭
乗日から４０日以内）が過ぎますと請求ができませんのでご注意ください。
　　　
　平成２０年度助成金額　
　　　　　片道搭乗者　１，５００円　　往復搭乗者　３，０００円　

　　　※　小児運賃適用者（満３歳以上１２歳未満の者）は上記の半額　
　　　 
申請に関するお問合せは　企画財政課（電話３２－１１１１）まで

林　　八
やひ ろ

尋ちゃん
　３月７日で１歳になりました。暴
れん坊でカワイイ八尋。春になった
らお外でイッパイ遊ぼうぉ～。モリ
モリ食べて大きくなってネ。思いや
りのあるたくましい子に育ってネ。
両親より


